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東京外国語大学 国際日本研究センター  社会言語部門主催 講演会 2011 年 10 月 21 日（金）於：府中キャンパス本部管理棟 2 階中会議室  
裁判所裁判所裁判所裁判所におけるにおけるにおけるにおける方言方言方言方言    

    札埜和男（京都教育大附高国語科） 

shiika-taka@nifty.com 

 

 

1111．．．．目的目的目的目的    ・ 研究のきっかけ（模擬裁判授業での大阪地裁傍聴） 

         ・ 法廷―公的な空間・・・標準語の支配 ・ 大阪地裁・・・・・・・方言の使用 ・ 他地域での事例・・・・九州（福岡）・沖縄・北海道 

 ・ 分析の視座・・・①機能②権力・権威③言語権（方言権）④臨床ことば学 

  ＊権力＝カウンターパワーを含めた影響力全般 

 2222．．．．方法方法方法方法・・・・対象対象対象対象    ・研究の方法・・・記述的質的調査（フィールドワーク「参与観察」「密度の高い聞きとり」） ・研究の対象・・・①大阪簡易・地方裁判所（以下「大阪地裁」と称す）で 2006 年 4 月から 2008 年 5 月にかけて傍聴した刑事 34件、民事 20件の裁判 ②34名の裁判関係者からの聞きとり ③京都地裁（2003年）と大阪地裁(2005年)での方言を含む裁判記録 2件 ④大阪地方検察庁で閲覧を許可された３つの確定記録           ⑤大阪弁護士会刑事弁護委員会編資料 

 

3333．．．．法廷法廷法廷法廷におけるにおけるにおけるにおける大阪方言大阪方言大阪方言大阪方言のののの機能機能機能機能    ・帰納的 ・機能の判定は報告（分析）者に基づく。 ・４つの機能 （A） 心的接触機能  ①場の緩和機能②攻撃機能③日常の空間形成機能 （B） カムフラージュ機能 （C） リズム変換機能 （D） 引用機能 
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（（（（AAAA））））    心的接触機能心的接触機能心的接触機能心的接触機能・・・・・・・・・・・・相手相手相手相手のののの心心心心にににに近近近近づこうとするづこうとするづこうとするづこうとする働働働働きききき。。。。    ①①①①場場場場のののの緩和機能緩和機能緩和機能緩和機能・・・・・・・・・・・・・・・・法廷法廷法廷法廷というというというという緊張緊張緊張緊張のののの極致極致極致極致にににに達達達達したしたしたした空間空間空間空間にににに、、、、ほっとするようなほっとするようなほっとするようなほっとするような安安安安らいだらいだらいだらいだ気気気気分分分分をもたをもたをもたをもたらすらすらすらす働働働働きききき。。。。・・・表 1～2 ②②②②攻攻攻攻撃機能撃機能撃機能撃機能・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・相手相手相手相手をををを追追追追いいいい詰詰詰詰めめめめ攻撃攻撃攻撃攻撃するするするする働働働働きききき。。。。・・・表 3～5 ③③③③日常日常日常日常のののの空間形成機能空間形成機能空間形成機能空間形成機能・・・・・・・・・・・・法廷法廷法廷法廷というというというという非日常非日常非日常非日常のののの世界世界世界世界にににに法廷外法廷外法廷外法廷外にいるかのようなにいるかのようなにいるかのようなにいるかのような日常日常日常日常のののの世界世界世界世界をつくるをつくるをつくるをつくる働働働働きききき。。。。・・・・・・・・・・・・表 6～7、表 3窃盗裁判官質問 表表表表１１１１    窃盗窃盗窃盗窃盗    被告人質問被告人質問被告人質問被告人質問（（（（2006200620062006 年年年年））））    
 弁護士 被告人 

1 

 

2 

 

3 

 

4 

 

淡路島でキーを付けたまま車を止めたりシタハッタシタハッタシタハッタシタハッタということですね。 犬をカワイガッタハルカワイガッタハルカワイガッタハルカワイガッタハルみたいなんですけど、犬乗せてたんですか？キーつけたまま。 洲本でない場所で犬もいて盗られることもないと思って？ いつ起起起起キハルキハルキハルキハルかかわらないのに、ドウドウドウドウシテシマッタンヤシテシマッタンヤシテシマッタンヤシテシマッタンヤロロロロって、今思い当たることないのかしら？ 

＊方言もほとんどない。標準語で答えようと努めている。 

 

 

 

 ＊魔が差した。大きな声を出されて頭の中が真っ白になった、とのこと。 表表表表２２２２    覚覚覚覚せいせいせいせい剤取締法違反剤取締法違反剤取締法違反剤取締法違反    被告人被告人被告人被告人（（（（反対反対反対反対））））質問質問質問質問のののの場面場面場面場面（（（（2006200620062006 年年年年））））    反対質問 

検察官 被告人 

1 

2 

3 

4 

Ｒちゃんの顔が思い浮かぶんかな？ 浮浮浮浮カブカブカブカブンンンン？？？？    子供に説明できないことをしていいんですか？ （「ハイ」と大きな声で言えない被告人に対して）大丈夫やね。もっと大きな声で言ってごらん。 

＊「ハイ」と言っているのだろうが、よく聞き取れない。 

 ＊やっと聞き取れる声になった。 質問 弁護士 被告人 

1 

 

2 

 

3 

4 

5 

（覚醒剤をやったことについての感想を標準語で聴く） （沈黙が続く被告人に対して）ゆっくりしゃべってもエーヨエーヨエーヨエーヨ。。。。 今のところうつ病みたいなんはドウナドウナドウナドウナンンンン？？？？    Ｒちゃんにどういうふうに思っているのかな？ ・・・（罪の重さについて）わかってますか？ 

＊沈黙。何もしゃべらない。 

 表表表表 3  3  3  3  窃盗窃盗窃盗窃盗    被告人反対質問被告人反対質問被告人反対質問被告人反対質問（（（（2006200620062006 年年年年））））     
 検察官 被告人 

1 

2 

 

病院の詰め所訪ねた？ 訪ねたかどうか聴聴聴聴イテイテイテイテンネンンネンンネンンネン！ （中略） 

＊別のことを答える。質問に対して、まともに答えられない。答えは全て標準語風。 
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3 

 

4 

 

5 

6 

かもしれんじゃないでしょ！あったんでしょ？と聴聴聴聴イテルンヤイテルンヤイテルンヤイテルンヤ！ 「ありました」と言言言言エンカエンカエンカエンカ！？他に（窃盗の）理由ないでしょ？（中略） 病院入る前から（盗る気持ち）アッタンチャウカアッタンチャウカアッタンチャウカアッタンチャウカ？ （裁判官に対して）終わります。 

 

 （4）そうですね。 

 （5）それはありません。     表表表表 4444    遺言無効確認遺言無効確認遺言無効確認遺言無効確認    被告反対尋問被告反対尋問被告反対尋問被告反対尋問のののの場面場面場面場面（（（（2006200620062006 年年年年））））    反対尋問 原告側弁護士 被告 

1 

 

2 

3 

 

 

 

4 

 

5 

6 

 

7 

8 

 

9 

10 

11 

 

 

12 

 

13 

 

14 

 

15 

16 

17 

難波の公証役場で M･S という名前をいつユータユータユータユータンンンンカナカナカナカナ？？？？    冒頭に聴かれてM･Sという名前ユータユータユータユータンンンンカカカカ？？？？ あなたがウソついたか、Yさんがウソついたかドドドドッッッッチカヤナチカヤナチカヤナチカヤナ？？？？（Y証言として、受理者が同席させることは絶対ない、とあったらしい）。＊Y さんとは誰のことか不明。 巾着袋から印鑑を出したと言い放ったでしょ？どうユワハッタノユワハッタノユワハッタノユワハッタノ？？？？    いつ印鑑登録したのか知知知知ラナイノカナラナイノカナラナイノカナラナイノカナ？ ウン、ちょっと待ってね。＊意図から外れた回答だったらしい。 みんなで相談して作ったいうコトヤナコトヤナコトヤナコトヤナ。 時間ないから端的にきっかけをゆうてくれたらいいんですよ。 初めて連絡をしよと思思思思ワレタワレタワレタワレタンンンンヤナヤナヤナヤナ。 一度も言ったことナイナイナイナインンンンヤナヤナヤナヤナ。 （証人席に歩み寄り両手を机にかけたり、見据えたり威圧するような姿勢をとりながら）…知ってるワワワワケヤナケヤナケヤナケヤナ。。。。証書作成に実印いることいつ知ったか？  

8 月 10 日現在どこに入ってるか書いてない。知らせることにナラナラナラナランンンンヤナイノヤナイノヤナイノヤナイノ！！！！    Ｍ園（老人ホーム）がどこにあるか書いてませんね。（近寄る） あなたが管理していたの？お父さんが管理していたの？ お父さんの書類の中にアッタアッタアッタアッタンンンンヤナヤナヤナヤナ？？？？ 円満にやっておられたワケヤナワケヤナワケヤナワケヤナ？ …入院ナサルナサルナサルナサルマデヤナマデヤナマデヤナマデヤナ？ 

 

 

 ＊被告側弁護士から「異議あり！」出て、尋問撤回。 

 

 

 

 （5）知りませんでした。でも…父が「言っても来てくれない。出しても一緒一緒一緒一緒ヤヤヤヤ」 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊沈黙 

 ＊知らせなくてもわかると判断したとのこと。 （14）覚えていません。 
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表表表表 5555    詐欺未遂詐欺未遂詐欺未遂詐欺未遂    被告人質問被告人質問被告人質問被告人質問のののの場面場面場面場面(2006(2006(2006(2006 年年年年))))    
 弁護士 被告人 

1 

2 

3 

 

4 

 

5 

異議ないな？ 失業中やから弁解にナレヘナレヘナレヘナレヘンンンンワナワナワナワナ①①①①。 余りにも甘甘甘甘スギルスギルスギルスギルンンンンチャウカチャウカチャウカチャウカ②②②②。。。。Ｔさえ逮捕されてナナナナイヤロイヤロイヤロイヤロ③③③③。 将来的にあなたに関与する事件、不問に付されたワケワケワケワケヤヤヤヤナイデナイデナイデナイデ④④④④。 （運転免許がなくて働き口がないという言い訳に対して）甘甘甘甘スギルスギルスギルスギルンンンンチャウカチャウカチャウカチャウカ⑤⑤⑤⑤。。。。 （妹さんが）ご主人に合わせる顔ない、わかるか？ 罪犯したことわかったら、埼玉にオラレヘオラレヘオラレヘオラレヘンンンンヤロヤロヤロヤロ⑥⑥⑥⑥。 ・・・現になかったワケヤロワケヤロワケヤロワケヤロ⑦⑦⑦⑦。（職を）より好みしている場合違違違違ウヤロウヤロウヤロウヤロ⑧⑧⑧⑧。。。。 

＊うなずくか「はい」というか、一方的に聴くばかり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    表表表表 6666    住民票転居届不受理処分取消住民票転居届不受理処分取消住民票転居届不受理処分取消住民票転居届不受理処分取消のののの裁判資料裁判資料裁判資料裁判資料よりよりよりより    原告原告原告原告へのへのへのへの主尋問主尋問主尋問主尋問（（（（2005200520052005 年年年年））））    

 弁護士 原告 

1 

 

2 

 

 

3 

 

 

4 

 

5 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

8 

9 

ソヤカラソヤカラソヤカラソヤカラ、扇町公園に移したら、今度は認認認認メヘメヘメヘメヘンンンンと。こういうふうになったわけですね。 大阪市はあなたの住民票の異動を却下する理由について、どういうふうにイウテマシタカイウテマシタカイウテマシタカイウテマシタカ。。。。    （中略） 警察があなたがそこに住んでいることを知っているというのは、何で言えるの。 （甲 6号証を示す） 今話に出た居間代わりに使っているところていうのは、イスとかテーブルが置いてある、ココヤネココヤネココヤネココヤネ。 あなたがどこにオルカトイウノオルカトイウノオルカトイウノオルカトイウノンンンンは、市役所の職員もヨウヨウヨウヨウ知ってると、こういうことですね。 住民登録、そうすると Kさんの家のは、消除されるし、扇町公園では登録登録登録登録サセヘサセヘサセヘサセヘンンンンということになると、あなたは住民票をどこにも持てなくなるんですか、実際そうなってしまうと困ることていうのは、どういうことが考えられますか。あるいは実際どういうことが困りますか。 住民登録をできないと、住民票がとれないから、身分証明て言われたけれども、要するに、その住民票に基づいて自分がどこの、誰であるかを証明することができなくなってしまうと、こういうコトヤネコトヤネコトヤネコトヤネ。 もちろん、ソヤカラソヤカラソヤカラソヤカラ、選挙権も行使できないと。 住住住住ンンンンデハルデハルデハルデハル人らは、シェルターは何のためにあると思

（1）はい。 

 （2）扇町公園には人が住んでいるわけがないという理由で一切住所は認めないということでした。 （3）K さんの事件で私自身に尋問したいということで、任意出頭を求める・・・ 
 （4）はい、そうです。 

 （5）そういうことです。 

 （6）一番基礎の人権すら認められない。 
 

 

 

 

 （7）そういうことです。 

 

 

 （8）はい、選挙権も全然来ませんし。 （9）シェルターは何のためにあるのか



 5 
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ってるんですか。      あなたはこの裁判で今住んでいるところで住民登録させろ、住民票を認めろというふうに主張しているんだけれども、そのことについて最後に何か言いたいことありますか。  

全くわからないです。シェルターに入ったら、ブルーシートで生活してるよりエエエエエエエエ生活ができるんだということを建前にしていますが、全くそれとは逆で、テントのほうが自由で人間らしい生活ができると僕は思ってます。 （10）市とか役人の人たちが野宿者に自立しろというならば、僕たちが住所をその場所で取れれば携帯電話も買えるし、住所があれば自分たちの力でなんとか就職もできます。だから、本当に自立をセエセエセエセエ、というんならば、住所を認めるべきだと僕は思っています。 

 表表表表 7777    賃金等賃金等賃金等賃金等    原告反対尋問原告反対尋問原告反対尋問原告反対尋問（（（（2002002002006666 年年年年））））    反 対尋問 

弁護士 原告 

1 

2 

 

3 

4 

 

5 

 

6 

7 

8 

覚覚覚覚エテハリマセエテハリマセエテハリマセエテハリマセンンンン？11時？ バタバタ出て行行行行キハルキハルキハルキハルということですか？お風呂そうじシハルシハルシハルシハル男性…2人でシハルシハルシハルシハルということは… あなたの記憶を確認確認確認確認シタイシタイシタイシタインンンンヤケドヤケドヤケドヤケド… 毎回それだけかかるの？ (中略) （交替のとき夜メイクのほうは）夜の担当の人が来来来来テテテテハルノカナハルノカナハルノカナハルノカナ？？？？    お食事とられたのかな？ 食事ってわかるからフロントから言われるの？ 始めの頃は見見見見ハッタハッタハッタハッタ…始めの頃は見見見見テハリマスワナテハリマスワナテハリマスワナテハリマスワナ。。。。     

（1）だらしない人が多かったです。 （2）支配人の気分で言われたこともある。2人ペアで本掃（除）･･･ ＊部屋数を間違えて発言したため、法廷内がざわつく。裁判長の注意があった。 

 

 

 （7）フロントからも食事の手伝いを指示された。 （8）明細票見たかどうか… 

 表表表表 3 3 3 3 窃盗窃盗窃盗窃盗    被告人被告人被告人被告人へのへのへのへの裁判官裁判官裁判官裁判官からのからのからのからの質問質問質問質問（（（（2006200620062006 年年年年）））） 「…信じたいけどサ…心証がナイヤナイヤナイヤナイヤンンンン、どう考えても。不自然だと思うからね。正直に言ってんだけどサ…それだけです。ソヤロソヤロソヤロソヤロ？？？？誰が見ても君が言ってることオカシイヤオカシイヤオカシイヤオカシイヤンンンン。まだ続いているんだけど、言いたいことありますか？その通りお見舞い行く以上、特定できない人ダレヤダレヤダレヤダレヤ？と、おかしくないハズヤハズヤハズヤハズヤ、と見舞いに行く間柄じゃそんなことおかしい。よく考えてみて」 

 （（（（BBBB））））    カムフラージュカムフラージュカムフラージュカムフラージュ機能機能機能機能・・・・・・・・・・・・ことばのことばのことばのことばの意味意味意味意味においてもにおいてもにおいてもにおいても厳密厳密厳密厳密さがさがさがさが要求要求要求要求されるされるされるされる法廷法廷法廷法廷のののの場場場場においてにおいてにおいてにおいて、、、、方言方言方言方言をををを使使使使うことでうことでうことでうことで相手相手相手相手のののの主張主張主張主張をををを弱弱弱弱めたりめたりめたりめたり曖昧曖昧曖昧曖昧にしたりにしたりにしたりにしたり、、、、時時時時にはにはにはには自分自分自分自分のののの主張主張主張主張をぼかすをぼかすをぼかすをぼかす
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かのようなかのようなかのようなかのような働働働働きききき    （（（（CCCC））））    リズムリズムリズムリズム変換機能変換機能変換機能変換機能・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・証人尋問証人尋問証人尋問証人尋問やややや被告人質問被告人質問被告人質問被告人質問においてにおいてにおいてにおいて見見見見られるられるられるられる機能機能機能機能。。。。尋問尋問尋問尋問やややや質問質問質問質問のののの単調単調単調単調さをさをさをさを防止防止防止防止するためにするためにするためにするために、、、、方言方言方言方言をををを使使使使うことでうことでうことでうことでリズムリズムリズムリズムをををを変変変変えてえてえてえて念念念念をををを押押押押したりしたりしたりしたり、、、、メリハリメリハリメリハリメリハリををををつけてつけてつけてつけて一本調子一本調子一本調子一本調子になることをになることをになることをになることを避避避避けるけるけるける働働働働きききき。。。。    

 表表表表 8888    欠陥住宅欠陥住宅欠陥住宅欠陥住宅のののの違法性違法性違法性違法性        証人証人証人証人（（（（反対反対反対反対））））尋問尋問尋問尋問（（（（2002002002003333 年年年年））））    反尋 

被告側弁護士 原告側証人Ａ・建築家 １ 

 

 

 ２ 

 

 ３ 

 

 

 ４ 

 

 ５ 

 

だから、ここの先ほど先生が書かれた意見書、乙第 6号証の 2 ページを見ると、何かいかなる場合でもＣは現状でないとアカンアカンアカンアカン①①①①というようなことを書かれているんですが、そういう意味じゃないんですね。 ということは、本件Ａ邸はどんな場合でももうＣは上上上上ガランガランガランガラン②②②②と、こういうことですか。 （中略） やっぱり全部撤去して地盤改良をセナアカンセナアカンセナアカンセナアカン③③③③というような意見を出されているわけですか。  （中略） 鑑定書・意見書を書かれるときゴゴゴゴ存知存知存知存知ヤッタヤッタヤッタヤッタンデスカンデスカンデスカンデスカ④④④④。 （中略） 
1000分の 3ミリ以内ヤッタラヤッタラヤッタラヤッタラ⑤⑤⑤⑤瑕疵は少ないと書かれていますね。 （後略） 

（１）この粘性土を支持地盤とする限りだめだということです。 

 

 （２）そうです。 

 

 （３）はい、地盤が悪い場合は全部すべてそういうふうに意見を出しております。 

 （４）知っております。 

 （５）はい、・・・ 

主尋 

原告側弁護士 原告側証人Ｂ ６ 

 

 

 

 ７ 

 

 

 

 

要するに、支持地盤まで全部改良するならば変わるけれども、上だけ変えても支持地盤はもっと底の深いところにあるから、そこの数値は上だけ変えても変変変変ワラワラワラワランヨンヨンヨンヨ⑥⑥⑥⑥と、こういうことですか。 （中略） つまり、欠陥住宅とかじゃなくて、天災によって沈んでしまってだれにも責任を追及していけない、だれも肩がわりしてくれる人がいないから、やむを得ず自分の費用で建てかえることもデキヒンデキヒンデキヒンデキヒン⑦⑦⑦⑦からやるという場合であるならば、やむを得ずやる場合もあると、こういうことですか。 （以下後略） 

（６）ということです。 

 

 

 

 （７）それはあると思います。・・・ 

 

 

 

 地位確認等地位確認等地位確認等地位確認等    証拠調証拠調証拠調証拠調（（（（2008200820082008 年年年年））））    
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被告側弁護士：（原告側弁護士に向かって）「実はこういう話も出るか思て（Ｔ社社長に？）お願いしてオッタオッタオッタオッタンンンンヤケドヤケドヤケドヤケド、そやね、連絡してブッチャケドウナブッチャケドウナブッチャケドウナブッチャケドウナンンンンヤヤヤヤ、、、、ユウユウユウユウ話話話話シタシタシタシタンンンンヤワヤワヤワヤワ。。。。結論ではないけど、たくさん（お金を）出せないゆうことですヮ、セセセセンンンンセセセセ。可能性可能性可能性可能性ナイコトナイナイコトナイナイコトナイナイコトナインンンンチャウカチャウカチャウカチャウカ、とは断定できない。そういう状況が正直なところで、金額から到底（和解は）無理でしょう。それを前提に･･･」 

 

 （（（（DDDD））））    引用機能引用機能引用機能引用機能・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・方言方言方言方言やややや方言方言方言方言のののの入入入入ったったったった会話会話会話会話がががが事実事実事実事実をををを証明証明証明証明するするするする証拠証拠証拠証拠としてとしてとしてとして引用引用引用引用されるされるされるされる働働働働きききき。。。。恐喝恐喝恐喝恐喝事件事件事件事件におけるにおけるにおけるにおける脅脅脅脅しししし文句文句文句文句はははは相対的相対的相対的相対的にににに方方方方言使用言使用言使用言使用がががが多多多多くくくく、、、、それをそれをそれをそれを標準語標準語標準語標準語にはにはにはには置置置置きききき換換換換えることはできないえることはできないえることはできないえることはできない。。。。     傷害傷害傷害傷害    判決文判決文判決文判決文（（（（2004200420042004 年年年年））））    「主文 この事件については、少年を保護処分に付さない。理由 １ 本件送致事実は、少年は、･･･ 第２ 同日時場所において仲裁に入ったＸに対し『お前も外に来来来来いやいやいやいや。』などと怒号し、同所において手拳に より･･･（理由）２ よって審理したところ、関係証拠によれば、本件プレイボールスタジアムの店員は、犯 行現場で犯人に傍に寄られて『警察に電話したらしばくぞしばくぞしばくぞしばくぞ。。。。』などと脅されたことなどから･･･」（2004年傷害 保護事件における判決文より。大阪弁護士会刑事弁護委員会編 2005：33-34） 

  恐喝恐喝恐喝恐喝    検察官冒頭陳述検察官冒頭陳述検察官冒頭陳述検察官冒頭陳述（（（（2007200720072007））））    女性従業員に「「「「ドウシテクレルドウシテクレルドウシテクレルドウシテクレルンンンンヤヤヤヤ」」」」･･･「「「「買買買買ッタッタッタッタンンンンヤヤヤヤ･･･「「「「持持持持ッテッテッテッテ行行行行ッタッタッタッタンンンンヤヤヤヤ」」」」･･･「「「「ヤクザの組長大変怒怒怒怒ッッッッテルテルテルテルンンンンヤヤヤヤ、、、、ドウシテクレルドウシテクレルドウシテクレルドウシテクレルンンンンヤヤヤヤ」」」」･･･「「「「大変ヤッタヤッタヤッタヤッタンンンンヤヤヤヤ、、、、若い者 2人。。。。この件ドウシテクレルドウシテクレルドウシテクレルドウシテクレルンンンンヤヤヤヤ」」」」･･･「「「「ソソソソンンンンナナナナモモモモンンンンで済むか、、、、どうなるかワカットルワカットルワカットルワカットルンンンンカカカカ」」」」･･･「「「「オマエトコオマエトコオマエトコオマエトコ誠意見見見見セロヤセロヤセロヤセロヤ」」」」･･･「「「「ドウスルドウスルドウスルドウスルンンンンヤヤヤヤ。。。。自腹で払払払払ウウウウンンンンカカカカ」」」」･･･「「「「俺が嘘ついてるユーユーユーユーンンンンカカカカ。。。。若若若若イモイモイモイモンンンンと行くぞ」・・・    

 

4444．．．．権力権力権力権力・・・・権威権威権威権威のののの視座視座視座視座よりよりよりより    

    

4.14.14.14.1    法曹関係者法曹関係者法曹関係者法曹関係者によるによるによるによる大阪方言大阪方言大阪方言大阪方言ののののストラテジーストラテジーストラテジーストラテジー利用利用利用利用    ・ 法廷内の弱者である被告（人）や証人を追い詰める「弱いものいじめの道具」 ・ 大阪方言＝権力・権威 ＊ 従来の方言研究・・・「プライベート（くつろいだ場）で使われる」「仲間意識を形成する」「親しい人ほど使う」ことば ・ 「オフィシャル（かしこまった場）で使われる」「相手を攻撃する」「疎の人間関係にある対象ゆえに使う」 ・ 「改まった場での意思疎通」の用途で「公用」のために使われており、「改まった公的な場で最も」その持ち味をいかんなく発揮。 ・ 大阪方言の機能を主に誰がどんな目的で使っているのか？そのことばの使用が誰に対して開かれているのか？ ⇒大阪方言使用の主導権を自由に（意図的に、時には無意図的に）扱っているのが法曹関係者たち。方言は証人に対して優位に立つ手段として機能。 ＊＊＊＊引用機能引用機能引用機能引用機能をををを除除除除いていていていて共通語共通語共通語共通語などにもなどにもなどにもなどにも見見見見らららられるれるれるれる機能機能機能機能でありでありでありであり、、、、法廷内法廷内法廷内法廷内ののののコミュニケーコミュニケーコミュニケーコミュニケーションションションション上上上上のののの戦略戦略戦略戦略としてとしてとしてとして、、、、方言方言方言方言がががが担担担担うこともあるといううこともあるといううこともあるといううこともあるという立立立立場場場場。。。。    

    

4.2  4.2  4.2  4.2      法廷法廷法廷法廷におけるにおけるにおけるにおける方言方言方言方言＝＝＝＝「「「「法法法法律律律律のののの素素素素人人人人」」」」であるであるであるである市市市市民民民民にはにはにはには閉閉閉閉じじじじられたことばられたことばられたことばられたことば    
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・ 市民が意図的に使うのは「引用機能」のみ（攻撃機能を兼ねて市民がストラテジーとして大阪方言を利用するケースは例外）。 

 

4.3 4.3 4.3 4.3     法曹関係者法曹関係者法曹関係者法曹関係者へのへのへのへのインタビインタビインタビインタビューューューューよりよりよりより    ＡＡＡＡ「「「「法廷法廷法廷法廷でででで証言証言証言証言するするするする人人人人はははは、、、、ただでさえただでさえただでさえただでさえ緊張緊張緊張緊張しているのにしているのにしているのにしているのに、、、、普段普段普段普段とととと違違違違うううう言言言言葉葉葉葉でででで質問質問質問質問されるとされるとされるとされると、、、、いっそういっそういっそういっそう考考考考ええええ込込込込んんんんででででししししままままってってってって、、、、なかなかなかなかなかなかなかなかスムーズスムーズスムーズスムーズにににに答答答答えがえがえがえが返返返返ってこないってこないってこないってこない、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは、、、、答答答答えがえがえがえが本人本人本人本人のののの言言言言葉葉葉葉ではないではないではないではない答答答答えでえでえでえで返返返返ってってってって来来来来たりたりたりたりするのですするのですするのですするのです。。。。それでそれでそれでそれで、、、、後後後後でででで調調調調書書書書をををを読読読読んんんんだだだだ時時時時のことものことものことものことも大事大事大事大事だがだがだがだが、、、、相手相手相手相手からからからから答答答答えをえをえをえを引引引引きききき出出出出しやすいしやすいしやすいしやすい尋問尋問尋問尋問をすることもをすることもをすることもをすることも大事大事大事大事だとだとだとだと思思思思ってってってって、、、、できるだけできるだけできるだけできるだけ証人証人証人証人がががが普普普普通通通通にににに使使使使っているっているっているっている言言言言葉葉葉葉でででで尋問尋問尋問尋問しようとしようとしようとしようと考考考考えるようになりえるようになりえるようになりえるようになりまままましたしたしたした」」」」（弁護士ＮＹ 2006/8/26付書簡）⇒表 6  ＢＢＢＢ「「「「裁判官裁判官裁判官裁判官がそのがそのがそのがその場場場場をほをほをほをほぐぐぐぐしてくれるのがしてくれるのがしてくれるのがしてくれるのが一一一一番番番番いいいいいいいいわわわわけですよけですよけですよけですよ。。。。ですからですからですからですから〈〈〈〈関関関関西弁西弁西弁西弁判事判事判事判事〉〉〉〉1111ななななんんんんかはかはかはかは、、、、人間関係人間関係人間関係人間関係をををを瞬瞬瞬瞬時時時時につくるためににつくるためににつくるためににつくるために大阪大阪大阪大阪弁弁弁弁をををを使使使使っているのかもしれっているのかもしれっているのかもしれっているのかもしれまままませせせせんんんん。。。。大阪大阪大阪大阪弁弁弁弁はははは同同同同じじじじレベルレベルレベルレベルにににに立立立立ててててまままますからすからすからすから、（、（、（、（場場場場をほをほをほをほぐぐぐぐすすすす））））重重重重要要要要なななな要要要要素素素素ですよですよですよですよ。。。。『『『『日常日常日常日常のことばでいいのことばでいいのことばでいいのことばでいいんんんんだよだよだよだよ』』』』ととととメメメメッセッセッセッセージージージージをををを送送送送ればればればれば、、、、真真真真実実実実はははは出出出出やすいですからやすいですからやすいですからやすいですからねねねね」」」」（弁護士 HＴ 2008/2/15）⇒表 3 窃盗 被告人への裁判官からの質問  ＣＣＣＣ「「「「体験上体験上体験上体験上法廷法廷法廷法廷でででで関関関関西弁西弁西弁西弁をををを使使使使うとうとうとうと目目目目にににに見見見見えてしえてしえてしえてしゃべゃべゃべゃべるのがるのがるのがるのが変変変変わわわわったということがありったということがありったということがありったということがありまままますすすす。。。。関関関関西西西西のののの人人人人にはにはにはには関関関関西弁西弁西弁西弁がしがしがしがしゃべゃべゃべゃべりやすいりやすいりやすいりやすい。。。。関関関関西弁西弁西弁西弁でででで身体身体身体身体をををを乗乗乗乗りりりり出出出出したりしたりしたりしたり、、、、ことばをことばをことばをことばを落落落落とすというかとすというかとすというかとすというか、、、、トートートートーンンンンをををを下下下下げげげげてててて柔柔柔柔らかさをらかさをらかさをらかさを出出出出すすすす、、、、ひひひひらがなでらがなでらがなでらがなで語語語語ることができるることができるることができるることができる。（。（。（。（中略中略中略中略））））僕僕僕僕としとしとしとしてはてはてはては法廷法廷法廷法廷にににに『『『『私私私私とあなたとあなたとあなたとあなた』』』』というというというという 2222 人人人人のののの世界世界世界世界をををを創創創創りりりり出出出出したいとしたいとしたいとしたいと考考考考えていえていえていえていまままますすすす。。。。『『『『僕僕僕僕とあなたのとあなたのとあなたのとあなたの世界世界世界世界をををを創創創創ってってってって話話話話しやすくするしやすくするしやすくするしやすくする。（。（。（。（中略中略中略中略））））ここここちちちちらとしてはらとしてはらとしてはらとしては弁護士弁護士弁護士弁護士とととと証人証人証人証人のののの間間間間にににに対等対等対等対等のののの関関関関係係係係をををを創創創創りたいりたいりたいりたい、、、、日常日常日常日常をををを創創創創りりりり出出出出したいとしたいとしたいとしたいと思思思思ってってってってわざわざわざわざとしていとしていとしていとしていまままますすすす。。。。僕僕僕僕のののの場場場場合合合合、、、、方言方言方言方言とはとはとはとは、、、、法廷法廷法廷法廷というというというという非日常非日常非日常非日常のののの世界世界世界世界にににに日常日常日常日常をををを創創創創りりりり出出出出すすすす役割役割役割役割をををを果果果果たすたすたすたす、、、、戦略戦略戦略戦略的手的手的手的手段段段段ですですですですねねねね」」」」    （弁護士 TY 2006/5/11）⇒表 7 
    ＤＤＤＤ「「「「証人証人証人証人はははは尋問尋問尋問尋問ではではではでは方言方言方言方言をををを使使使使えないえないえないえないんんんんですですですです。。。。テストテストテストテストのののの時時時時同様同様同様同様ガチガチガチガチガチガチガチガチにあがっていにあがっていにあがっていにあがっていまままますからすからすからすから。。。。だからこだからこだからこだからこちちちちらはらはらはらは本本本本音音音音をををを引引引引きききき出出出出すためにすためにすためにすために方言方言方言方言をををを使使使使うことがあるうことがあるうことがあるうことがあるわわわわけですけですけですけです。。。。けれどけれどけれどけれど逆逆逆逆にににに言言言言うとうとうとうと、、、、方言方言方言方言をををを使使使使えることはえることはえることはえることは、、、、ここここここここ（（（（法廷法廷法廷法廷））））はははは自分自分自分自分ののののフフフフィィィィーーーールドルドルドルドであることをであることをであることをであることを示示示示ししししまままますすすす。。。。このこのこのこの時間時間時間時間このこのこのこの場場場場をををを支配支配支配支配しているのはしているのはしているのはしているのは、、、、そのそのそのその時時時時のののの方言方言方言方言のののの使使使使いいいい手手手手であるであるであるであるんんんんですですですです。。。。つつつつままままりりりり方言方言方言方言をををを使使使使うことはうことはうことはうことは、、、、圧倒圧倒圧倒圧倒的的的的にににに力関係力関係力関係力関係においてにおいてにおいてにおいて、、、、自分自分自分自分のののの方方方方がががが上上上上であることをであることをであることをであることを相手相手相手相手にににに示示示示ししししまままますすすす。。。。方言方言方言方言をををを使使使使うことはそのうことはそのうことはそのうことはその時空間時空間時空間時空間をををを支配支配支配支配することをすることをすることをすることを意味意味意味意味するのでするのでするのでするので、、、、シシシシュュュュチエチエチエチエーーーーションションションションにににに敢敢敢敢えてそえてそえてそえてそぐわぐわぐわぐわないことばをないことばをないことばをないことばを使使使使うことうことうことうことでででで主主主主体体体体的的的的にそのにそのにそのにその場場場場をををを変変変変えていくきっかけとすることができるえていくきっかけとすることができるえていくきっかけとすることができるえていくきっかけとすることができる、、、、つつつつままままりりりり場場場場のののの主主主主導導導導権権権権をををを握握握握れるれるれるれるんんんんですよですよですよですよ。。。。そのそのそのその意味意味意味意味ににににおいておいておいておいて、、、、方言方言方言方言はははは『『『『威威威威圧圧圧圧のののの手手手手段段段段』』』』であるとであるとであるとであると同同同同時時時時にににに『『『『パワパワパワパワーーーーをををを持持持持つつつつ』』』』とととと言言言言えるのでえるのでえるのでえるのではないでしはないでしはないでしはないでしょょょょうかうかうかうか。。。。法廷法廷法廷法廷におけるにおけるにおけるにおける振振振振るるるる舞舞舞舞いのいのいのいの意意意意識識識識のののの差差差差がががが『『『『自自自自信信信信のののの表表表表れとしてのれとしてのれとしてのれとしての方言方言方言方言』』』』をををを生生生生みみみみだしているとだしているとだしているとだしていると言言言言ええええまままますすすす」」」」（弁護士ＫＳ 2006/4/28）⇒表 8 
 

5555．．．．法廷法廷法廷法廷におけるにおけるにおけるにおける方言方言方言方言をめをめをめをめぐぐぐぐるるるる九州九州九州九州のののの事事事事例例例例    

    

5.15.15.15.1    豊前環境豊前環境豊前環境豊前環境権権権権裁判裁判裁判裁判    ・九州電力が福岡県豊前市の明神海岸で豊前火力発電所建設を計画。 ・大分県中津市在住の作家・故松下竜一を代表とする「豊前火力絶対阻止、環境権訴訟をすすめる会」が 1973年 8 月 21 日、九州電力を相手取って福岡地方裁判所小倉支部に建設差し止め請求訴訟を起こした、初の環境権を争った裁判。 
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・原告は松下を含めた 7名。 ・1985年 12月 20日最高裁判所が原告に利害関係を認めず門前払いをするまで 12年にわたる長い裁判。 ・「『生活感』だけを武器とし、弁護士も立てずに闘った」（「朝日新聞（東京本社）夕刊 1985年 12月 20日」）裁判、 「訴状を自分たちで書き、住民としての生活感を反映させようとした手作りの裁判運動だった」（「朝日新聞」前掲記事）。 

 

5.25.25.25.2    豊前環境豊前環境豊前環境豊前環境権裁判権裁判権裁判権裁判のののの原告原告原告原告のことばのことばのことばのことば    「『草の根通信』2に〈法廷塾〉と名づけたのは法を勉強しようという意図と、裁判を我々の手に取り戻そうという意図がありました。裁判はいかめしいことば遣いのイメージがあるので、法を我々の手に取り戻すために、自分たちのペースで、自分たちの感覚で取り組みました。（中略）傍聴席からは野次なんかで方言が飛んでいましたね。たとえば『とぼくんなー』とか『だまっちょって済むと思ってんのかー』とか」（梶原得三郎 2006/3/18） 
 「我我我我々々々々のののの主張主張主張主張はははは豊前平野豊前平野豊前平野豊前平野のののの日常日常日常日常生活生活生活生活用語用語用語用語をををを用用用用いることによってなされるといることによってなされるといることによってなされるといることによってなされると思思思思いいいいまままますすすす。。。。そしてそしてそしてそして我我我我々々々々はははは、、、、むむむむししししろろろろ法法法法律律律律用語用語用語用語よりもよりもよりもよりも日常日常日常日常生活生活生活生活用語用語用語用語によるによるによるによる主張主張主張主張をこそをこそをこそをこそ重重重重視視視視していただきたいとしていただきたいとしていただきたいとしていただきたいと願願願願うものでありうものでありうものでありうものでありまままますすすす。。。。法法法法律律律律があるからがあるからがあるからがあるから暮暮暮暮しがしがしがしがあるのではなくあるのではなくあるのではなくあるのではなく、、、、暮暮暮暮しがあしがあしがあしがあるからるからるからるから法法法法律律律律があるというがあるというがあるというがあるという原原原原点点点点をををを踏踏踏踏ままままえるならばえるならばえるならばえるならば、、、、暮暮暮暮しのしのしのしの中中中中からからからから生生生生ままままれたことばにこそれたことばにこそれたことばにこそれたことばにこそ耳耳耳耳をををを傾傾傾傾けていただきたいとけていただきたいとけていただきたいとけていただきたいと考考考考えておりえておりえておりえておりまままますすすす」（第１回公判。原告の 1人である恒遠俊輔の発言。『草の根通信』1974年
15号：4） 

 

5.35.35.35.3    原告原告原告原告のののの中中中中でででで意意意意識識識識してしてしてして方言方言方言方言でででで臨臨臨臨んんんんだだだだ釜井健介釜井健介釜井健介釜井健介（（（（現豊前市市長現豊前市市長現豊前市市長現豊前市市長））））>>>>    

 釜井「裁判長。わしゃあ前回に続いち、豊前の方言でしゃべらしちもらいます。そこで裁判長、わしら今日ん裁判なでけんのじゃねえかち思うちょったんじゃら。なしかちゅうたら、この日九州電力は強行着工するちゅう噂が流れちょったからです。・・・いったい九電はどげえするつもりなんか。埋立てた海を元ん通りに戻しきんのか、それをこの場で答えちもらいてえ」 （敗訴を考えていないので、海の復元までは考慮していないという九州電力側代理人の発言に対して）  釜井「こん野郎、もういっぺんぬかしちみよ！」 裁判長「原告に注意します。そんな荒いことばはつつしむように」 釜井「ヤッ裁判長、そらァあんたが誤解じゃが。わしどう豊前ではですね、〈こん野郎、もういっぺんぬかしちみよ！〉ちゅうのんはですね、市長とか署長とか身分ある人に向かっちいう、尊敬語じゃら。標準語でいいますとですね〈こなた様のおっしゃいましたことがよく分かりませんので、もう一度お聞かせ下さい〉ちゅうこつです。敬意をこめてですね、もう一回いいます。こん野郎、もういっぺんぬかしちみよ！」（傍聴席爆笑） 裁判長「原告に再び注意します。あなたは標準語で充分にしゃべれる教養人とみえます。方言での発言は、理解を混乱させますから、標準語でしゃべって下さい」 釜井「裁判長、そげなんこついうたら、ふとおな問題どお。あんた『いのちき』ちゅう豊前の方言を知っちょるか？」 裁判長「いのちき？」 釜井「知らんじゃろうが。くらしちゅうこっちゃ。生活ちゅうこっちゃ。銭を稼いでなりわいを立てるちゅうこっちゃ。生活苦をひきずったおもてえことばじゃ。そげなん方言も理解出来んもんに、こん裁判を起こしたわしどうん心は分からんはずじゃ。わしゃ、どげえしてんが、この裁判は方言でしゃべらしちもらいます」（傍聴席拍手）（松下、『松下竜一 その仕事』刊行委員会 1999：177-178改） 
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「2222回回回回目目目目のののの裁判裁判裁判裁判ではではではでは裁判裁判裁判裁判長長長長がいるからがいるからがいるからがいるから正正正正しいことをしいことをしいことをしいことを言言言言わんわんわんわんとととと、、、、ということをということをということをということを意意意意識識識識してしてしてして標準語標準語標準語標準語でででで話話話話ししししまままましたしたしたした。。。。標準標準標準標準語語語語にににに豊前豊前豊前豊前のことばがのことばがのことばがのことばが混混混混ざざざざったのはったのはったのはったのは無意無意無意無意識識識識ですですですです。。。。24242424 時間時間時間時間豊前豊前豊前豊前のののの言言言言葉葉葉葉をををを使使使使っているからっているからっているからっているから自自自自然然然然とととと出出出出るるるるわわわわけですけですけですけです。。。。3333 回回回回目目目目のののの裁判裁判裁判裁判ではではではではわざわざわざわざとととと意意意意識識識識してしてしてしてロロロローカーカーカーカルルルルなななな言言言言葉葉葉葉をををを使使使使いいいいまままましたしたしたした。。。。方言方言方言方言ののののパパパパフフフフォォォォーーーーマンマンマンマンススススはははは裁判官裁判官裁判官裁判官にににに対対対対してですしてですしてですしてです。。。。国家国家国家国家権力権力権力権力をををを持持持持つつつつ裁判官裁判官裁判官裁判官にににに対対対対抗抗抗抗してしてしてして敢敢敢敢えてえてえてえて言言言言おうというおうというおうというおうという気持気持気持気持ちちちちからですからですからですからです。。。。言言言言おうというおうというおうというおうという開開開開きききき直直直直りでりでりでりで 3333回回回回目目目目のののの証言証言証言証言はははは効効効効果果果果としてとしてとしてとして良良良良かったとかったとかったとかったと思思思思いいいいまままますすすす。。。。『『『『いのいのいのいのちちちちきききき』』』』というというというという言言言言葉葉葉葉はははは裁判官裁判官裁判官裁判官にににに喧嘩喧嘩喧嘩喧嘩をををを売売売売るつもりでるつもりでるつもりでるつもりで使使使使いいいいまままましたしたしたした。。。。歌歌歌歌をををを唄唄唄唄ったのったのったのったのももももわざわざわざわざとですとですとですとです。。。。裁判官裁判官裁判官裁判官にににに地地地地元元元元のことをのことをのことをのことを知知知知っているのかっているのかっているのかっているのか、、、、とととと言言言言いたかったのですいたかったのですいたかったのですいたかったのです。。。。方言方言方言方言についてについてについてについて打打打打ちちちち合合合合わわわわせはしてせはしてせはしてせはしていいいいまままませせせせんんんん。。。。すすすすべべべべてててて自分自分自分自分のののの判判判判断断断断ですですですです。。。。市市市市民民民民のののの関関関関わわわわりがりがりがりが大事大事大事大事なななな裁判裁判裁判裁判だったからだったからだったからだったから市市市市民民民民のののの証言証言証言証言がががが必必必必要要要要だっただっただっただったわわわわけだしけだしけだしけだし、、、、市市市市民民民民としてとしてとしてとして証言証言証言証言するするするする以上市以上市以上市以上市民民民民のののの言言言言葉葉葉葉でででで話話話話すすすすことがことがことがことが重重重重要要要要になってくるになってくるになってくるになってくるわわわわけでけでけでけで、、、、中中中中心人心人心人心人物物物物がががが標準語標準語標準語標準語をををを使使使使ってもってもってもっても迫迫迫迫力力力力がながながながないいいい。。。。当当当当時時時時のののの原告原告原告原告のうのうのうのうちちちち豊前市豊前市豊前市豊前市民民民民でででで豊前豊前豊前豊前にににに実実実実際際際際にににに住住住住んんんんでいるのはでいるのはでいるのはでいるのは私私私私だけでしただけでしただけでしただけでした。。。。地地地地元元元元のののの言言言言葉葉葉葉をををを使使使使うううう人間人間人間人間はははは私以私以私以私以外外外外いいいいなかったなかったなかったなかったんんんんですですですです・・・・・・・・・・・・」」」」（釜井健介 2006/12/22） 

 

5.45.45.45.4    アイデンアイデンアイデンアイデンテテテティィィィテテテティィィィ機能機能機能機能    そのそのそのその土土土土地地地地のことばをのことばをのことばをのことばを使使使使うことでそのうことでそのうことでそのうことでその地地地地域域域域のののの人間人間人間人間であることをであることをであることをであることを主張主張主張主張するするするする機能機能機能機能。。。。大阪大阪大阪大阪（（（（関関関関西西西西））））ではではではでは見見見見られないられないられないられない機能機能機能機能。。。。前述の４つの諸機能を活かしつつその地域の人間であるというアイデンティティを強く訴える機能。前述の機能の上位概念にあたる。 ⇒⇒⇒⇒自分たちの権利のために自分たちの裁判とするにあたり、自分たちの日常世界のことばを徹底して使うこと、換言すれば「市民として証言する以上市民のことばで話す」こと、「『法律家の言語』で書かれてきたテクストを、『市民の言語』に取り戻す」（山口 2006：69）こと。 

 

6666．．．．法廷法廷法廷法廷におけるにおけるにおけるにおける「「「「言語言語言語言語」」」」をめをめをめをめぐぐぐぐるるるる沖縄沖縄沖縄沖縄・・・・北海道北海道北海道北海道のののの事事事事例例例例    

    

6666.1.1.1.1    ウチナウチナウチナウチナーーーーグチグチグチグチ裁判裁判裁判裁判    ・1971 年 10 月 19 日沖縄国会開会日の衆議院本会議場で佐藤首相の所信表明演説が開始された直後、沖縄青年同盟.の 3人の青年が傍聴席で「沖縄返還協定粉砕」を叫び、爆竹を鳴らしビラをまいて逮捕・起訴された「国会爆竹事件」 ・ビラには「すべての在日沖縄人よ、団結して決起せよ。沖縄は明治以来、ドレイ的な扱いをされてきた。沖縄返還協定は、沖縄を併合しようとするものである」（伊高 1986：160）。 ・第 1回公判は 1972年 2月 16日東京地方裁判所。    

 

6.26.26.26.2    当当当当時時時時のののの新聞新聞新聞新聞のののの報道報道報道報道（（（（『『『『毎毎毎毎日日日日新聞新聞新聞新聞』』』』1972197219721972．．．．2222．．．．17171717朝刊朝刊朝刊朝刊））））    人定質問で職業をたずねられた島添は「ムカシエ、カイシャインヤッタシガ、ナマヌンソウネン」（昔は会社員だったが、いまは働いていません）と沖縄の方言で答えた。あっけにとられた裁判長が「日本語で話しなさい」というのに答えて「ウチナヤ、ニホンヤガヤ」（沖縄は日本ではないのですか）と早口で島添被告。「チバリヨ」（がんばれ）と声をあげた傍聴席の若者が裁判長の命令で、法廷警備員に廷外へ連れ出された。 裁判長はいったん休憩したあと「日本語とは、広く一般に通用している標準語の意味だ。裁判所としては、被告たちが標準語を使えると判断している」と述べ、弁護人が「被告たちは抗議したり、自分の思想を述べるときは、生まれ育ったところの言葉でしか表現できない。できるなら通訳をつけてほしい」と申し立てたのをハネつけた。    6.36.36.36.3    小林充小林充小林充小林充<<<<裁判裁判裁判裁判長長長長>>>>のののの回想回想回想回想よりよりよりより（（（（2007200720072007 年年年年 1111月月月月からからからから 2222月月月月におけるにおけるにおけるにおける書簡書簡書簡書簡ややややフフフファックァックァックァックススススのやりとりのやりとりのやりとりのやりとり））））    記事によると、裁判長の質問に対して平静に沖縄の方言で答えたようになっているが、実際には開廷宣言と同
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時に被告人らが大声で意味不明のことを発言したという。「人定質問で職業を尋ねられたとき、被告が沖縄のことばで答えてきたときの気持ち」について報告者が質問したところ、前提となる事実関係が異なるので、答えようがなく、被告人の特定も人定質問に替えて別の方法でやったのではないかということだった。その意味不明のことばが小林には沖縄のことばであるとはわからなかったので、とりあえず発言を禁じた。決して新聞が伝えるような「日本語で話しなさい」とは言っておらず「裁判所では、日本語を用いる」という裁判所法第 74 条の規定を告げた。これは注意を喚起する気持ちからとのことだった。その間に沖縄のことばで発言しているらしいことの見当がついたので、「ここにいう『日本語』は標準語を意味し、地方の方言は含まれない」ことを加えたという。3そして別室で被告人に同行してきた拘置所職員から、被告人らが拘置所内では標準語を使っていたことを確認した。それから法廷に戻り、標準語を使えるものと認めることを述べて審理を続行した。その際に弁護人から被告人らに通訳をつけて欲しい要望があって認めなかったことには記憶がないということだった。しかし通訳は「国語」つまり日本語、標準語に通じない者に付けると刑事訴訟法 175条にはあるので、当然却下したであろうとのことである。 第 2 回公判は 3 月 3 日にあり、争点は法廷での沖縄語使用を認めるかどうかであった。弁護側の主張は、「標準語を理解する、しないの問題ではなく、被告たちが感情の面も含めて充分意見陳述するためには、生まれ育った土地の言葉が適当だ」「沖縄語蔑視は沖縄差別につながる。法廷での沖縄語使用は正当であり、通訳を申請する」（伊高 1986：163）だったが、検察側は取り調べの段階では標準語に支障がなかったとして、沖縄語使用の必要性を否定したところ、裁判官は検察側の主張を入れ弁護側の通訳申請を却下したと伝えられている。この第
2 回公判の件についても、小林によると弁護人からの通訳申請を認めなかったことについては記憶がないが、要望があったとしても却下しただろうとのことである。第 1回公判の録音を公判終了後、沖縄のことばのわかる人に聴いてもらったところ、罵詈雑言、悪態をつく類のことばであり、内容については覚えていないとのことだった。そのようなことがあったので、第 2回公判の冒頭でこのことを告げ、今後同様のことがあったときの制裁についても触れ厳重に注意したという。その後公判は 18 回行われ 1973 年 9 月 6 日判決（懲役 8 月、執行猶予 3年）が下った。 

 

6.46.46.46.4    真久田真久田真久田真久田ののののコメコメコメコメンンンントトトト    「私が八重山、本村さんが宮古、島添さんが沖縄本島とそれぞれ 3名いるわけですから、それぞれの方言で裁判闘争をやってみようということになりました。目的は沖縄返還の欺瞞性を訴えることです。もともと沖縄は日本ではない、我々がウチナーグチをしゃべればあなた達はわからないだろう、それくらい沖縄は日本ではないのだという、そういう意図があった。それと、もちろん法廷を混乱させるという狙いもあったわけです」（2002年 10月 18日かながわ県民サポートセンターでの第 2回「沖縄『復帰』30年を問う連続講座にて） 

 

6.56.56.56.5    日日日日のののの丸丸丸丸裁判裁判裁判裁判（（（（日日日日のののの丸焼丸焼丸焼丸焼きききき捨捨捨捨てててて事件事件事件事件））））    ・1987年沖縄国体が開催された際の読谷村は少年男子ソフトボール競技会の会場（読谷平和の森球場）。 ・財団法人日本ソフトボール協会の弘瀬勝会長による球場のメインポールに日の丸旗掲揚の要請。 ・協議の末の妥協案（日の丸旗と国体旗の位置を入れ替えた上に非核宣言旗を追加して 6本揚げる）。 ・再度の国体旗の位置の入れ替え（日の丸旗が真ん中に）。 ・知花昌一による日の丸焼き捨て。 ・前日の伏線（弘瀬会長によるチビチリガマへの献花行為。  ・1988年 1月から「日の丸裁判」開始、1993年 3月 23日に那覇地裁において懲役 1年執行猶予 3年という判決。 

                                                   
3 他のメディアでも同じように記載されているが、「日本語で話しなさい」ということばは事実から一人歩きしたことばであるといえよう。 
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・「国旗論争」 ・日の丸を事実上の国旗と認定した最初の司法判断。 

 

6.66.66.66.6    ウチナウチナウチナウチナーーーーグチグチグチグチをををを使用使用使用使用したしたしたした公公公公判判判判＜＜＜＜控訴審第控訴審第控訴審第控訴審第 2222回公回公回公回公判判判判（（（（1994199419941994 年年年年 4444月月月月 28282828 日日日日））））更新更新更新更新手手手手続続続続きききき本人陳述本人陳述本人陳述本人陳述＞＞＞＞    

 わんがぬうでいち 日の丸やちあがでいし なまからはなせえやあでい うむとうびぐとうちちとらみそうり。 わんねえゆんたんざうていうまり ゆんたんざうていふるいい ゆんたんざうていくらちょういびん。 わんねえ 十一年めえに チビチリガマぬ「集団自決」ぬくとう 下嶋哲朗さんとうまんじょうい ちちしらびすんくとうにないびたん。  チビチリガマや いくさうわてぃ三八年ぬん たあんはなしんさぁん、たあんちかじちんさぁん、かくさってぃちぁびたん。 ぬぅでぃちかくさってぃちゃあがでぃれぇ 「集団自決」しちゃぐとぅやびん。 「集団自決」でぃしえぇ あんまぁが るぅぬじこうかなさぬなしんぐゎ、ちょうでぇ、うや、るぅぬてぃしくるすんでぃぬくとうやいびん。 チビチリガマうてぃ 八十四にんがまあちょうびん。うぬうち四十七にんぬわらんちゃが まぁちょうびん。 うぬわらんちゃぁたぁや るぅぬうやんかい くるさったんくとぅんかいないびいん。 ぬぅでぃち あんまぁが るぅぬかなさぬわらび くるちゃがやぁでぃうむいびん。 なまぬわったぁがぁ かんげぇららんくとやいびん。 あんまぁたぁんかい ちちぃねぇ「いったぁがぁわからんはじやしが、あぬとちぇ うんとぅならぁしるさっとぅたんでぇ」でぃいいびん。 「あぬとちぬならぁし」でぃしぇ 軍国主義ぬならぁしやいびん。 日の丸・君が代・天皇ぬならぁしがる 「集団自決」うくちぇびん。 日の丸や うちなぁぬいくさ、「集団自決」うくちぇぬしるしやいびん。 一審うてぃ証人なたるチビチリガマぬいちぬくたる知花カマドおばあん「昌一が日の丸焼いたのも チビチリガマで死んだ人達が力をかしたからだと思います」でぃちいちょういびん。 わんねぇ ゆんたんざうてぃ スーパーそういびん。 わんが 日の丸やちゃしが 一審判決ぬとぅい わっさぬくとぅやれぇ、わんスーパーかい たぁんこういがくうらんなてぃ きっさちっぶりとぅるはじやいびん。 あんやいびしが 六年たっちゃぬ なま わんスーパーや ぬぅんかわらんあちねぇそぅいびん。 ぬぅでぃちやがでぇ わんが日の丸やちぇせぇ ぬぅんわっさぬくとぅあらんでぃ うむらっとぅぐとぅやいびん。 わんスーパーぬないたっちょうしが わんが日の丸やちぇぬくとんかい わったぁゆんたんざんちゅぬぅやいびん。  わんスーパーぬないたっちょうしが わんが日の丸やちぇぬくとんかい わったぁゆんたんざんちゅぬくくるりぃ うむとぅいびん。  ヤマトからちょうぬ裁判官がぁわからんるはじやいびぃしが、うりがうちなぁやいびん。   東京や大阪とぅちがいびん。歴史がちがいやびん。文化がちがいやいびん。  うちなぁうと日の丸がやかってぇんでいし かんげぇさんねぇ くぬ裁判のぅわらぁりびんどぅ。  裁判官のぐすぅよう くぬくとう かんげぇんそうり。 
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          一九九四年 四月二十八日 知花 昌一 印 福岡高裁那覇支部御中 

 

  わわわわたしがどうしてたしがどうしてたしがどうしてたしがどうして日日日日のののの丸丸丸丸をををを焼焼焼焼いたのかということをいたのかということをいたのかということをいたのかということを今今今今からからからから話話話話したいとしたいとしたいとしたいと思思思思っていっていっていっていまままますのですのですのですので聴聴聴聴いていていていて下下下下さいさいさいさい。。。。私私私私はははは読読読読谷谷谷谷でででで生生生生ままままれれれれ読谷読谷読谷読谷でででで育育育育ちちちち読谷読谷読谷読谷でででで暮暮暮暮らしていらしていらしていらしていまままますすすす。。。。私私私私はははは 13131313 年年年年前前前前ににににチビチチビチチビチチビチリリリリガマガマガマガマのののの「「「「集団集団集団集団自決自決自決自決」」」」のことをのことをのことをのことを下嶋哲朗下嶋哲朗下嶋哲朗下嶋哲朗ささささんんんんとととと一一一一緒緒緒緒にににに聞聞聞聞きききき調調調調べべべべることになりることになりることになりることになりまままましたしたしたした。。。。チビチチビチチビチチビチリリリリガマガマガマガマはははは戦争戦争戦争戦争がががが終終終終わわわわってってってって 38383838 年年年年もももも誰誰誰誰もももも話話話話もせもせもせもせずずずず誰誰誰誰もももも近近近近づきもせづきもせづきもせづきもせずずずず隠隠隠隠されてきされてきされてきされてきまままましたしたしたした。。。。        どうしてどうしてどうしてどうして隠隠隠隠されてきたかとされてきたかとされてきたかとされてきたかと言言言言いいいいまままますとすとすとすと「「「「集団集団集団集団自決自決自決自決」」」」をしたからでありをしたからでありをしたからでありをしたからでありまままますすすす。「。「。「。「集団集団集団集団自決自決自決自決」」」」というのはというのはというのはというのは母親母親母親母親がががが自自自自分分分分のののの最愛最愛最愛最愛のののの子子子子どもをどもをどもをどもを、、、、兄弟兄弟兄弟兄弟、、、、親親親親をををを自分自分自分自分のののの手手手手でででで殺殺殺殺すということですすということですすということですすということです。。。。チビチチビチチビチチビチリリリリガマガマガマガマでででで 84848484 人人人人がががが亡亡亡亡くなっていくなっていくなっていくなっていまままますすすす。。。。そのうそのうそのうそのうちちちち 47474747 人人人人のののの子子子子どもたどもたどもたどもたちちちちがががが亡亡亡亡くなっていくなっていくなっていくなっていまままますすすす。。。。このこのこのこの子子子子どもたどもたどもたどもたちちちちはははは自分自分自分自分のののの親親親親にににに殺殺殺殺されたことになりされたことになりされたことになりされたことになりまままますすすす。。。。どうどうどうどうしておしておしておしてお母母母母ささささんんんんがががが自分自分自分自分のののの可愛可愛可愛可愛いいいい子子子子どもをどもをどもをどもを殺殺殺殺してししてししてししてしままままったのかとったのかとったのかとったのかと思思思思いいいいまままますすすす。。。。今今今今のののの私私私私たたたたちちちちにはにはにはには考考考考えられないことですえられないことですえられないことですえられないことです。。。。おおおお母母母母ささささんんんんたたたたちちちちにににに聞聞聞聞いていていていてみみみみるとるとるとると「「「「あなたたあなたたあなたたあなたたちちちちにはにはにはにはわわわわからないでしからないでしからないでしからないでしょょょょうがうがうがうが、、、、あのあのあのあの時時時時はそのようにはそのようにはそのようにはそのように教教教教えられていたえられていたえられていたえられていたんんんんだだだだよよよよ」」」」とととと言言言言いいいいまままますすすす。「。「。「。「あのあのあのあの時時時時のののの教教教教ええええ」」」」というのはというのはというのはというのは軍国軍国軍国軍国主主主主義義義義のののの教教教教えですえですえですえです。。。。日日日日のののの丸丸丸丸・・・・君君君君がががが代代代代・・・・天皇天皇天皇天皇のののの教教教教えがえがえがえが集団集団集団集団自決自決自決自決をををを起起起起こしたのですこしたのですこしたのですこしたのです。。。。日日日日のののの丸丸丸丸はははは沖縄沖縄沖縄沖縄のののの戦争戦争戦争戦争、「、「、「、「集団集団集団集団自決自決自決自決」」」」をををを起起起起こしたしるしですこしたしるしですこしたしるしですこしたしるしです。。。。一一一一審審審審でででで証人証人証人証人になったになったになったになったチビチチビチチビチチビチリリリリガマガマガマガマでででで生生生生きききき残残残残ったったったった知花知花知花知花カカカカマドマドマドマドおばあさおばあさおばあさおばあさんんんんはははは「「「「昌昌昌昌一一一一がががが日日日日のののの丸焼丸焼丸焼丸焼いたのもいたのもいたのもいたのもチビチチビチチビチチビチリリリリガマガマガマガマでででで死死死死んんんんだだだだ人人人人たたたたちちちちがががが力力力力をををを貸貸貸貸したからしたからしたからしたからだとだとだとだと思思思思いいいいまままますすすす」」」」とととと言言言言っておりっておりっておりっておりまままますすすす。。。。        私私私私はははは読谷読谷読谷読谷ででででスースースースーパパパパーーーーをしていをしていをしていをしていまままますすすす。。。。私私私私はははは日日日日のののの丸丸丸丸をををを焼焼焼焼ききききまままましたがしたがしたがしたが一一一一審審審審判決判決判決判決のののの通通通通りりりり悪悪悪悪いことであればいことであればいことであればいことであれば、、、、私私私私ののののスースースースーパパパパーーーーはははは誰誰誰誰もももも買買買買物物物物にににに来来来来なくなりなくなりなくなりなくなり、、、、とうにつとうにつとうにつとうにつぶぶぶぶれているはれているはれているはれているはずずずずですですですです。。。。そうですがそうですがそうですがそうですが、、、、6666 年年年年過過過過ぎぎぎぎたたたた今今今今もももも私私私私ののののスースースースーパパパパーーーーはははは何何何何のののの変変変変わわわわりもなくりもなくりもなくりもなく商商商商いをしていいをしていいをしていいをしていまままますすすす。。。。どうしてかというとどうしてかというとどうしてかというとどうしてかというと、、、、私私私私がががが日日日日のののの丸丸丸丸をををを焼焼焼焼いたのはいたのはいたのはいたのは何何何何もももも悪悪悪悪いことではないといことではないといことではないといことではないと思思思思わわわわれてれてれてれているからですいるからですいるからですいるからです。。。。私私私私ののののスースースースーパパパパーーーーがががが成成成成りりりり立立立立っているのはっているのはっているのはっているのは私私私私がががが日日日日のののの丸丸丸丸をををを焼焼焼焼いたことはいたことはいたことはいたことは、、、、私私私私たたたたちちちち読谷読谷読谷読谷のののの人人人人のののの心心心心とととと思思思思っていっていっていっていまままますすすす。。。。        本本本本土土土土からからからから来来来来たたたた裁判官裁判官裁判官裁判官にはにはにはにはわわわわからないでしからないでしからないでしからないでしょょょょうがうがうがうが、、、、これがこれがこれがこれが沖縄沖縄沖縄沖縄ななななんんんんですですですです。。。。東京東京東京東京やややや大阪大阪大阪大阪とはとはとはとは違違違違いいいいまままますすすす。。。。歴史歴史歴史歴史がががが違違違違いいいいまままますすすす。。。。文文文文化化化化がががが違違違違いいいいまままますすすす。。。。沖縄沖縄沖縄沖縄でででで日日日日のののの丸丸丸丸がががが焼焼焼焼かれたということをかれたということをかれたということをかれたということを考考考考えなくてはえなくてはえなくてはえなくては、、、、このこのこのこの裁判裁判裁判裁判はははは笑笑笑笑わわわわれれれれまままますよすよすよすよ。。。。裁判官裁判官裁判官裁判官のののの皆様皆様皆様皆様    このことをこのことをこのことをこのことを考考考考えてえてえてえて下下下下さいさいさいさい。。。。    

    

6.76.76.76.7    知花知花知花知花へのへのへのへのインタビインタビインタビインタビューューューューよりよりよりより    

  「日の丸を国旗とすることは、沖縄のアイデンテイテイにかかわる問題だったわけですよ。裁判所では弁護士には沖縄出身者もいたけれど、裁判官や検事は皆本土の人間。裁判でウチナーグチをしゃべったのは、日本の権力機関でもある裁判所にけんかを売るつもりでした。当然ウチナーグチでしゃべったら裁判官は止めるだろう、日本語で話せと注文をつけるだろうという読みがあった。その場合、本土に復帰して 10 年、まだ沖縄は日本ではないのか！といちゃもんをつけるつもりでした。こちらとしては論争を見込んでいたわけです。 ところが裁判官はこちらのけんかに乗らなかった。いちゃもんをつけたのは検事だけで、『わかることばで』という注文をつけてきて、裁判官が『どうですか？』と聞いてきたので、『自分のことは俺のことばでしゃべる』と返しました。ウチナーグチでしゃべったのは冒頭の意見陳述の場面で、事実関係（証拠調べ）にかかわることではなかったので、裁判官は『言わしておけ』という態度でしたね。（中略）自分が日の丸を燃やしたのは確信犯でやったので、燃やした事実は当然認めるつもりでした。一番主張したかったことは『なぜ燃やしたのか』ということであって、それをウチナーグチでしゃべったんです。主張したかったことは２つあった。１つは読谷村のチビチリガマでの集団自決のことで、その集団自決は日の丸・君が代のもとに行われた戦争がもたらしたもの



 14 

だったということ。２つめは当時の読谷村の状況。日の丸・君が代反対が村民の意志だったのに、その意志が無視されたことです。ウチナーグチで主張したことは怒りとしての僕の表現だったわけです。（中略） 裁判においてウチナーグチをしゃべったことが権力側にどんな効果があったか、ですか・・・効果の程はわかりませんが自己満足的なものですね。言い方は良くないですがマスターベーションですかね。自分の沖縄人としてのアイデンティティを示すために使ったので、どの程度力となったかは不明です。裁判官も今となっては僕の言ったことを理解していたかどうかもわからないです。ウチナーグチの部分は記録としては抹消され『本人冒頭陳述』という文言だけ記録として記載されました。 ただ裁判においてウチナーグチで話すことは大阪弁で話すこととはだいぶ意味が違うように思います。大阪弁は日本語として通用しますよね。ですから裁判で大阪弁を使う場合は、いろんな言い方があるうちの、表現の豊かさとしての手段という意味があると思います。けれどウチナーグチは日本では通用しないですよね。ウチナーグチは〈（日本の）方言〉ではないので、〈沖縄方言〉とは（我々は）言いません。日本語と違うことばですから、これを使うことは公権力に対抗する闘う手段としての意味があります。ウチナーグチを使うことは日本人による日本人の裁判を認めないぞ、という立場を明らかにすることですから。ウチナーグチを使用することは日本への同化に対する防波堤としての役割があると思いますね。ですから司法の場でウチナーグチをしゃべれたからといって、ウチナーグチは決して公用語ではないですよ。ウチナーグチをしゃべることは『相手に理解されなくてもいい、違いを認めろ』というメッセージであって、自分の立場を相手にわからせるためには日本語を使い分けますよ、人権を守るためにね」 

 

6.86.86.86.8    二風谷二風谷二風谷二風谷ダダダダムムムム裁判裁判裁判裁判    ・明治政府による植民地政策～アイヌの風習や伝統行事をすべて禁止 ・1899年北海道旧土人保護法を制定、一人当たり 1万５千坪の給与地を与える～同化政策の始まり ・苫小牧東部工業基地への工業用水供給を目的としたダム建設のため給与地の売り渡し要求 ・二風谷ダム～供給候補先の沙流川に４つ造成される予定のダムの１つ ・水没地～アイヌ民族の伝統行事である「チプサンケ」（新しく舟を造ったときに行う一回限りの進水式）という祭が開催される「イオル」（アイヌの人々にとって民族のアイデンティティを自覚できる場所） ・アイヌ文化の中枢へのダム建設に反発したアイヌ地権者が、国家の土地収用に応じることなく起こした「民族の尊厳を守るための異議申し立て」（田中 1995：９） ・「収用裁決を違法と宣言したほか、アイヌ民族が先住民族であること、アイヌ民族は、民族として固有の文化を享有する権利があることを明快に認めた」（萱野・田中 1999：１）裁判 
 

6.96.96.96.9    原告原告原告原告・・・・萱萱萱萱野野野野茂茂茂茂ののののアイアイアイアイヌヌヌヌ語語語語によによによによるるるる意見陳述意見陳述意見陳述意見陳述    カニアナッネ アイヌモシリ イタカナッカ シシリムカ ピパゥシコタン コアパマカプ クネルウェネ エカシクヌワ レコロカト ドッカラム ネルウェタバン オナクヌワ レコロカト アレッアイヌ ネルウェネヒネ クレヘアナッネ カヤノシゲル ネルウェタパンナ。 タパヌシケタ アイヌイタッアニ クイタッヤッカ エチエラムペゥテッ ネヒアナッネ エチオカアナッネ シサムモシリワ エチエッペ ネワクスタブネ アイヌイタッ エチヌヤッカ エチエラムペウテッ ネヒアナッネ オヤモシリ オヤウシケタ エチエッワ エチオカルウェネヒタパンナ ネワネワネヤッネ カムイパップリ エチカラコロ、エチイエコロ エチオカルウエ ネヒタパンナ、 テエタカネ アイヌモシリ モシリソカタ、アイヌパテッ アンヒタアナッネ ペトッタアナッネ カンナチェプルプ スクシチレ ポクナチュプルプ スマシルバクノ チェプアッルウェネ イタッコラチ ネプアエルスイ ネプアコンルスイ ソモキノ アイヌオカウシケウン シサムエッヒオラーノ エアシリカ チェプウッハット ユッウッハット、ニドイエハット チコイカラ オラーノアナッネ アイヌウタラ ライパッノ チウエンコイキカラ テエータ フチウタラ エカシウタラ シサムヌカラコロ ニッネカムイ、ヌカラコラチ アル
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シトマレバ･･･。 （萱野・田中 1999・505） 

 私私私私はははは、、、、アイアイアイアイヌヌヌヌのののの国土国土国土国土とととと申申申申ししししまままましてもしてもしてもしても、、、、沙流川沙流川沙流川沙流川のののの中中中中程程程程、、、、二風谷二風谷二風谷二風谷村村村村でででで生生生生をををを受受受受けけけけ、、、、私私私私のののの祖父祖父祖父祖父のののの名名名名はははは    トトトト°°°°ッッッッカラムカラムカラムカラム（（（（「「「「トトトト°°°°」」」」はははは tu  tu  tu  tu のののの音音音音をををを示示示示すすすすアイヌアイヌアイヌアイヌ語表記語表記語表記語表記のののの方方方方法法法法）、）、）、）、父父父父のののの名名名名はははは    アレッアイアレッアイアレッアイアレッアイヌヌヌヌというものというものというものというもの    私私私私のののの名名名名前前前前はははは    萱萱萱萱野野野野茂茂茂茂というというというという。。。。    このこのこのこの場場場場所所所所でででで    アイアイアイアイヌヌヌヌ語語語語でででで    私私私私がしがしがしがしゃべゃべゃべゃべってもってもってもっても、、、、皆様皆様皆様皆様はははは    分分分分からないでありからないでありからないでありからないでありままままししししょょょょうううう。。。。それというのはそれというのはそれというのはそれというのは、、、、あなたたあなたたあなたたあなたたちちちちはははは、、、、日日日日本本本本というというというという、、、、別別別別のののの国国国国からからからから来来来来たたたた    別別別別のののの民民民民族族族族なのでなのでなのでなので、、、、アイアイアイアイヌヌヌヌ語語語語をををを聞聞聞聞いてもいてもいてもいても    分分分分からないですからないですからないですからないです。。。。別別別別のののの国国国国からからからから    別別別別のののの所所所所からからからから、、、、あなたたあなたたあなたたあなたたちちちちはははは    来来来来ているのですよているのですよているのですよているのですよ。。。。そうであるならそうであるならそうであるならそうであるなら、、、、今今今今日日日日このこのこのこの場場場場所所所所のののの    このこのこのこの裁判裁判裁判裁判、、、、これこのことがこれこのことがこれこのことがこれこのことが、、、、アイアイアイアイヌヌヌヌ民民民民族族族族のののの意意意意にににに反反反反するするするする行行行行為為為為をををを    あなたたあなたたあなたたあなたたちちちちはははは作作作作りりりり、、、、あなたたあなたたあなたたあなたたちちちちがががが    しているのですしているのですしているのですしているのです。。。。    ずずずずーーーーっとっとっとっと昔昔昔昔にににに    アイアイアイアイヌヌヌヌのののの国国国国    北海道北海道北海道北海道にににに    アイアイアイアイヌヌヌヌ民民民民族族族族だけがだけがだけがだけが    暮暮暮暮らしていたらしていたらしていたらしていた時時時時代代代代はははは、、、、川川川川というというというという川川川川にはにはにはには、、、、水水水水面面面面をををを泳泳泳泳ぐぐぐぐ鮭鮭鮭鮭はははは天天天天日日日日でででで背背背背がこがこがこがこげげげげ、、、、水水水水ぞぞぞぞこをこをこをこを泳泳泳泳ぐぐぐぐ鯉鯉鯉鯉はははは    石石石石ではらがすりではらがすりではらがすりではらがすりむむむむけるけるけるける程程程程、、、、昔昔昔昔話話話話とととと全全全全くくくく同同同同じじじじにににに    何何何何をををを欲欲欲欲しいともしいともしいともしいとも、、、、何何何何をををを食食食食べべべべたいともたいともたいともたいとも    思思思思うことなくうことなくうことなくうことなく平平平平和和和和なななな暮暮暮暮らしらしらしらし、、、、そこへそこへそこへそこへ日本人日本人日本人日本人がががが来来来来てからというもてからというもてからというもてからというものののの    鮭鮭鮭鮭もももも獲獲獲獲るなるなるなるな、、、、シシシシカカカカもももも獲獲獲獲るなるなるなるな、、、、木木木木もももも伐伐伐伐るなるなるなるな    というというというという悪悪悪悪法法法法をおしをおしをおしをおし付付付付けられけられけられけられ、、、、それからというものはそれからというものはそれからというものはそれからというものは、、、、アイアイアイアイヌヌヌヌ民民民民族族族族はははは死死死死のののの苦苦苦苦ししししみみみみ、、、、そのそのそのその昔昔昔昔にににに    アイアイアイアイヌヌヌヌのおばあさのおばあさのおばあさのおばあさんんんん、、、、アイアイアイアイヌヌヌヌのおのおのおのおじじじじいさいさいさいさんんんんがががが、、、、日本人日本人日本人日本人をををを見見見見たらたらたらたら、、、、鬼鬼鬼鬼よりもおそよりもおそよりもおそよりもおそろろろろしがったしがったしがったしがった…………。（。（。（。（萱萱萱萱野野野野・・・・田中田中田中田中 1999199919991999・・・・505505505505））））    
 

7777．．．．裁判官自裁判官自裁判官自裁判官自身身身身のことばのことばのことばのことばにににに対対対対するするするする意意意意識識識識    市民が法廷で意図して方言で話せない背景 ⇒・法廷そのものが権力・権威を持つこと ・裁判官自身の言語意識としての方言の捉え方 

 ＡＡＡＡ「「「「ごごごご承承承承知知知知のとおりのとおりのとおりのとおり、、、、裁判裁判裁判裁判所所所所法法法法 77774444条条条条でででで、、、、裁判裁判裁判裁判所所所所におけるにおけるにおけるにおける公公公公式式式式用語用語用語用語はははは日本語日本語日本語日本語でででで（（（（とありとありとありとあり））））、、、、ももももちちちちろんろんろんろん、、、、このなこのなこのなこのなかにはかにはかにはかには方言方言方言方言もももも含含含含ままままれれれれるとるとるとると思思思思いいいいまままますすすす。。。。地方地方地方地方のののの裁判裁判裁判裁判でででで、、、、庶庶庶庶民民民民のののの人人人人がががが証人証人証人証人としてとしてとしてとして呼呼呼呼ばれてばれてばれてばれて証言証言証言証言でででで『『『『方言方言方言方言』』』』をををを使使使使うううう場場場場合合合合はははは、、、、大目大目大目大目ににににみみみみるというかるというかるというかるというか、、、、そのそのそのそのまままままままま発発発発言言言言してもらってしてもらってしてもらってしてもらって、、、、速記速記速記速記官等官等官等官等がががが翻訳翻訳翻訳翻訳するというするというするというするという形形形形をとるとをとるとをとるとをとると思思思思いいいいまままますすすす。。。。そうでないそうでないそうでないそうでない場場場場合合合合、、、、被告人被告人被告人被告人なりなりなりなり弁護弁護弁護弁護人人人人がががが、、、、標準語標準語標準語標準語をしをしをしをしゃべゃべゃべゃべれるのにれるのにれるのにれるのに、、、、『『『『わざわざわざわざわざわざわざわざ』』』』方言方言方言方言をををを使使使使うううう場場場場合合合合についてはについてはについてはについては、、、、裁判裁判裁判裁判所所所所はははは狭量狭量狭量狭量でででで、、、、標準語標準語標準語標準語でおでおでおでお願願願願いしいしいしいしまままますとすとすとすと指指指指導導導導ないしないしないしないし、、、、強制強制強制強制するとするとするとすると思思思思いいいいまままますすすす。。。。『『『『方言方言方言方言』』』』使用使用使用使用をををを政治政治政治政治的的的的示示示示威行威行威行威行動動動動、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは抗抗抗抗議議議議運動運動運動運動ととととみみみみるのでするのでするのでするのです。。。。多多多多くのくのくのくの裁判官裁判官裁判官裁判官はおそらくそのようにするとはおそらくそのようにするとはおそらくそのようにするとはおそらくそのようにすると思思思思いいいいまままますすすす」」」」（（（（2006200620062006/1/1/1/12222////24242424 付付付付メーメーメーメールルルル））））        ＢＢＢＢ「「「「被告人被告人被告人被告人がががが、、、、標準標準標準標準語語語語をををを使使使使えるのにえるのにえるのにえるのに、、、、あえてあえてあえてあえて方言方言方言方言でででで陳述陳述陳述陳述したいとしたいとしたいとしたいと希望希望希望希望しししし、、、、かつかつかつかつ、、、、方言方言方言方言でででで陳述陳述陳述陳述することにすることにすることにすることに何何何何らからからからかのののの意味意味意味意味があるとがあるとがあるとがあると判判判判断断断断されるされるされるされる場場場場合合合合にはにはにはには、、、、方言方言方言方言でででで陳述陳述陳述陳述させることをさせることをさせることをさせることを認認認認めるとめるとめるとめると思思思思わわわわれれれれまままますすすす」「」「」「」「法廷法廷法廷法廷におけるにおけるにおけるにおける言言言言葉葉葉葉はははは日日日日本語本語本語本語でなければなりでなければなりでなければなりでなければなりまままませせせせんんんんがががが、、、、方言方言方言方言もももも日本語日本語日本語日本語のののの一一一一つですからつですからつですからつですから、、、、方言方言方言方言がががが通通通通じじじじるるるる場場場場合合合合はははは、、、、方言方言方言方言をををを用用用用いることにいることにいることにいることに何何何何らららら支支支支障障障障はありはありはありはありまままませせせせんんんん」」」」（（（（2002002002007777////2222////22227777 付付付付書簡書簡書簡書簡））））        ＣＣＣＣ「「「「私私私私個個個個人人人人としてはとしてはとしてはとしては、、、、裁判裁判裁判裁判所所所所ではではではでは日本語日本語日本語日本語をををを用用用用いることになっていいることになっていいることになっていいることになっていまままますすすす（（（（裁判裁判裁判裁判所所所所法法法法 77774444条条条条））））がががが、、、、ウチナウチナウチナウチナーーーーグチグチグチグチもももも日日日日本語本語本語本語でありでありでありであり、、、、ただただただただ、、、、裁判官裁判官裁判官裁判官をををを含含含含むむむむ訴訴訴訴訟訟訟訟関係人関係人関係人関係人がそのがそのがそのがその意味意味意味意味をとらえることができないようなをとらえることができないようなをとらえることができないようなをとらえることができないような場場場場合合合合ににににはははは、、、、通通通通訳訳訳訳をををを付付付付するなどそのするなどそのするなどそのするなどその意味意味意味意味をとらえることができるようなをとらえることができるようなをとらえることができるようなをとらえることができるような措措措措置置置置をとることがをとることがをとることがをとることが適切適切適切適切であるとであるとであるとであると思思思思いいいいまままますすすす」」」」（（（（2002002002007777年年年年 3333月月月月 2222 日日日日付付付付書簡書簡書簡書簡））））        ＤＤＤＤ「「「「ここここここここ（（（（裁判裁判裁判裁判所所所所法法法法 77774444条条条条））））にいうにいうにいうにいう『『『『日本語日本語日本語日本語』』』』はははは標準語標準語標準語標準語をををを意味意味意味意味しししし、、、、地方地方地方地方のののの方言方言方言方言はははは含含含含ままままれないれないれないれない」」」」（（（（2002002002007777////2222////7777 付付付付フフフファァァァックックックックスススス））））     
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ＥＥＥＥ「「「「通通通通訳訳訳訳をつけるかどうかというをつけるかどうかというをつけるかどうかというをつけるかどうかという問問問問題題題題についていうとについていうとについていうとについていうと、、、、外外外外国国国国語語語語ではないからつけないですではないからつけないですではないからつけないですではないからつけないですねねねね。。。。ウチナウチナウチナウチナーーーーグチグチグチグチはははは日日日日本語本語本語本語のののの範疇範疇範疇範疇にににに入入入入らないがらないがらないがらないが、、、、通通通通訳訳訳訳をつけるをつけるをつけるをつけるわわわわけにもいかないけにもいかないけにもいかないけにもいかない立立立立場場場場にありにありにありにありまままますすすすねねねね」」」」（（（（2007/1/2007/1/2007/1/2007/1/電電電電話取話取話取話取材材材材））））     ・裁判官の方言の捉え方は一様でない ⇒方言権自体が法律の実務的な世界において浸透しておらず、また未検討の分野。考えが固まっていないからこそ今後創り上げていくことできる権利の内容。  
8888．．．．方言方言方言方言をををを法廷法廷法廷法廷でででで使使使使うううう意意意意義義義義（（（（意味意味意味意味））））    ・ 裁判官以外に自由に自分のことばで語れる人間はあり得ない。 ・ 現実的には裁判での勝算と方言権の問題は切り離して考えざるを得ないことになる。  

 ・ 法廷法廷法廷法廷でででで（（（（大阪大阪大阪大阪ことばのようなことばのようなことばのようなことばのような全全全全国国国国的的的的にににに通用通用通用通用することばすることばすることばすることばでなくともでなくともでなくともでなくとも））））方言方言方言方言をををを使使使使うううう意味意味意味意味    ① 法廷の中で事実を明らかにするため。 「「「「事実認事実認事実認事実認定定定定にはことばをにはことばをにはことばをにはことばを含含含含めたそのめたそのめたそのめたその地地地地域域域域のののの文文文文化化化化理理理理解解解解にににに基基基基づくことがづくことがづくことがづくことが求求求求められるめられるめられるめられる。。。。地方地方地方地方のののの文文文文化化化化やややや伝統伝統伝統伝統をををを理理理理解解解解してこそしてこそしてこそしてこそ、、、、事実事実事実事実ををををききききちんちんちんちんとととと認認認認識識識識できるしできるしできるしできるし、、、、そのそのそのその地地地地にににに合合合合ったったったった判判判判断断断断ができるができるができるができる」」」」    （（（（山山山山田田田田延廣延廣延廣延廣弁護士弁護士弁護士弁護士・・・・広島広島広島広島 2010/3/112010/3/112010/3/112010/3/11））））    

    ② 法廷における言語権、市民主体の新しい裁判の確立のため。 ＊言語権＝「自己もしくは自己の属する言語集団が、使用したいと望む言語を使用して、社会生活を営むことを、誰からも妨げられない権利」（鈴木 2000：8） ＊少数派の言語コードが法廷にいる多数派の言語コードに合わせることなく自身の言語コードで主張し、方言方言方言方言権権権権が保障されるかたちの裁判（「法廷にいる者がすべてその方言に通じているわけではないので、やはり誰にでも理解できることばが使われるべき」という権力側の論理を打破する主張）⇒人権人権人権人権ととととしてのしてのしてのしての方言権方言権方言権方言権、、、、自分自分自分自分をををを救救救救うためのうためのうためのうための方言権方言権方言権方言権～～～～5.2 豊前環境権裁判の原告のことば 

     ＊「目人間」「耳人間」～平野龍一（刑事訴訟法） 

 ③そのことばを使用する自身のアイデンティティのため。 ⇒権力権力権力権力にににに対対対対するするするする lifelifelifelife（（（（生生生生命命命命やややや暮暮暮暮らしらしらしらし、、、、個個個個人人人人のののの生生生生きききき方方方方））））をををを対置対置対置対置するするするする意味意味意味意味  9999．．．．方言方言方言方言とととと裁裁裁裁判判判判員制度員制度員制度員制度（（（（２２２２つのつのつのつの意味意味意味意味とととと１１１１つのつのつのつの問問問問題題題題点点点点））））    ① 法廷における訴求力（→判断に関わる） ・ 権力の頂「１つ」（職業裁判官）から「２つ」（職業裁判官・市民の代表）へ ⇒専門用語の世界から日常用語の世界へ   （（（（裁判裁判裁判裁判員員員員にににに方言方言方言方言でででで訴訴訴訴えるというえるというえるというえるという考考考考えはえはえはえは、、、、戦略戦略戦略戦略としてとしてとしてとして）「）「）「）「非常非常非常非常にににに面面面面白白白白いいいい、、、、ありありありあり得得得得るるるる」」」」    （（（（後後後後藤貞藤貞藤貞藤貞人人人人弁護士弁護士弁護士弁護士・・・・大阪大阪大阪大阪 2020202011110000/3/3/3/3/3/3/3/30000））））    ② 評議の場における促進力や活性化 ・戦前の大阪での陪審員裁判より ・KBS京都テレビでの視聴者の反応 ・藤田（2009）・堀田（2009）の模擬裁判分析  
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③ 書記言語の問題 ・「見て聞いてわかる裁判」「ペーパーレス裁判」「記録は作るな、渡すな」 ・1998年の速記官の新規養成中止（1996年 825人→2010年 240人） ・音声認識装置→方言に対応できない ＜＜＜＜最最最最高高高高裁裁裁裁のののの方言方言方言方言へのへのへのへの認認認認識識識識とととと元元元元速記速記速記速記官官官官のののの批批批批判判判判＞＞＞＞    「法廷というのは限られた空間であり、そこでの発言は全員が耳を傾け集中しなければいけない。そういう意味では普通の自由読者とは違い、日本ＩＢＭ4によれば、はるかにいい環境にあると言われています。きついなまりや方言については、裁判官は全国異動で東京出身者が青森に行って津軽弁で話されて裁判官が分かるわけではありません。それをそれをそれをそれを裁判官裁判官裁判官裁判官はははは標準語標準語標準語標準語にににに直直直直してもらうことでしてもらうことでしてもらうことでしてもらうことで初初初初めてめてめてめて心証心証心証心証をををを取取取取るるるるわわわわけですからけですからけですからけですから、、、、そそそそういうういうういうういう意味意味意味意味ではではではでは方言方言方言方言がどういうがどういうがどういうがどういう意味意味意味意味だったかはだったかはだったかはだったかは、、、、ほとほとほとほとんんんんどのどのどのどの場場場場合合合合それほどそれほどそれほどそれほど重重重重要要要要なことではないなことではないなことではないなことではないわわわわけでありけでありけでありけでありまままますすすす。。。。態度証拠というのは裁判官が意識的にその辺りを残すというのが大前提であります」（2004年 第 159国会法務委員会） 

   「この発言は我々速記官からしたらとんでもない発言なんです。大事大事大事大事なのはそのなのはそのなのはそのなのはその地方地方地方地方のののの現現現現場場場場でででで暮暮暮暮らしているらしているらしているらしている人人人人々々々々がががが理理理理解解解解できることができることができることができることが一一一一番番番番大事大事大事大事なことななことななことななことなんんんんですですですです。。。。たとえばたとえばたとえばたとえば恐喝事件恐喝事件恐喝事件恐喝事件ななななんんんんかはかはかはかは脅脅脅脅しししし文句文句文句文句がががが方言方言方言方言であるのはであるのはであるのはであるのは当当当当然然然然ですよですよですよですよねねねね。。。。そのそのそのその方言方言方言方言（（（（ののののニュニュニュニュアンアンアンアンスススス））））はははは共通語共通語共通語共通語にはにはにはには置置置置きききき換換換換ええええ不能不能不能不能ですですですです。。。。事件事件事件事件はははは現現現現場場場場でででで起起起起きているきているきているきているんんんんですかですかですかですからららら、、、、そのそのそのその事件事件事件事件からからからから離離離離れたれたれたれた土土土土地地地地のことばのことばのことばのことば（（（（共通語共通語共通語共通語））））でででで記録記録記録記録するなするなするなするなんんんんてててて由由由由々々々々しきしきしきしき事事事事態態態態ですですですです。。。。ましてやその音声認識装置を制作する際のモデルが、東京地裁で行われる裁判をモデルにしているんですよ。（中略）全国の速記官はその地方の方言を大切にして、文章化することを心がけています。でもでもでもでも音音音音声声声声認認認認識識識識装装装装置置置置はことばをすはことばをすはことばをすはことばをすべべべべてててて共通語共通語共通語共通語化化化化してししてししてししてしままままううううわわわわけですけですけですけです。。。。方言方言方言方言をををを大事大事大事大事にするにするにするにする動動動動きとはきとはきとはきとは逆逆逆逆行行行行するするするする動動動動きですきですきですきです」（石渡照代元速記官
2005/7/23） 

 

  10101010．．．．現代現代現代現代社社社社会会会会におけるにおけるにおけるにおける方言使用方言使用方言使用方言使用のののの意意意意義義義義およおよおよおよびびびびこれからのこれからのこれからのこれからの方言方言方言方言研究研究研究研究    

 ・公の場での人権としての方言使用という意義 

 ・法の世界の現場で使われる方言を対象とする「法方言学」（札埜 2009ｂ）研究   地域方言   社会方言 →裁判所のことばと市民のことばの乖離～「相当」「なるほど」「軽いわけではない」 →事件解明のための研究（「アベックとカップル」） ＊法と言語学会   言語景観 ・「臨床ことば学」（真田 2003）の視座～社会の其々の現場で使われていることばを通じてどんな社会が見えてくるかを分析し、その社会が抱える問題を明らかにしつつ解決を志向する学 
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（（（（主主主主なななな参考文献参考文献参考文献参考文献））））    「朝日新聞（東京本社）夕刊」1985年 12月 20日「環境権」掲げた豊前火力訴訟 最高裁“門前払い”原告に利害関係認めず 知花昌一（1988）『焼きすてられた日の丸―基地の島・沖縄読谷から』社会批評社 

Norma .Field,1991,In the Realm of a Dying Emperor：Japan at Century’s End. Pantheon Books.（＝1994大島かおり訳『天皇の逝く国で』みすず書房．） 札埜和男（2005）｢高等学校国語科「模擬裁判」の実践報告｣研究代表者江口勇治 平成 14～16 年度科学研究費補助金（基礎研究（Ｃ）（２））研究成果報告書『中・高等学校における法および司法の教育に関する比較研究』pp.21‐33． ――――（2006）「法廷における方言のアイデンティティ機能」『地域言語』第 19号 pp.57-75 ――――（2008）「法廷における方言―『臨床ことば学』の立場からー」大阪大学大学院文学研究科日本語学講座 2008年提出博士論文 ――――（2009a）「法廷における方言的ことば」『社会言語学Ⅸ』「社会言語学刊行会」pp.213-231 ――――（2009b）「方言と裁判～法言語学<大阪（関西）での事例を中心として～>」『法と言語学会第 1回年次大会予稿集』 ――――（2010）「シンポジウム 21世紀の方言使用 提言 2 法廷での方言」『日本方言研究会第 90回研究発表会発表原稿集』pp.78-81 ――――（2011）「第 3章 社会と方言―方言の臨床的課題」真田信治編『方言学』朝倉書店 pp.142-170 藤田政博（2009）「裁判員制度における評議とその特性」『法律時報』81巻 1号 pp.13‐19. 日高貢一郎（2007）「『方言』と『共通語』の比較対照法（試案）―大学における授業実践を踏まえての分析的考察」『大分大学教育福祉学部研究紀要』第 29 巻第 1 号 pp.29-43. 堀田秀吾（2009）『裁判とことばのチカラ ことばでめぐる裁判員裁判』ひつじ書房 伊高浩昭（1986）『沖縄アイデンティティー』マルジュ社 石田省三郎（1997）「反対尋問・捜査官に対する尋問 微妙なニュアンスの積み重ねが重要」『季刊刑事弁護』10号 pp.59 -62． 萱野茂・田中宏（1999）『アイヌ民族ト°ン叛乱 二風谷ダム裁判の記録』三省堂 「毎日新聞（東京本社）朝刊」1972年 2月 17日沖縄方言（ウチナーグチ）で押通す 国会爆竹事件初公判―三被告、拘束・退廷に 「毎日新聞（大阪本社）朝刊 2006年 1月 28日住所＝公園 住民登録は可―大阪地裁が初判断「生活の実体ある」 ましこ・ひでのり（1999）「戦前・戦後日本の言語事件史 戦後編」『ことばと社会』1号 三元社 pp.198-211． ましこ ひでのり（2003）『増補新版 イデオロギーとしての「日本」』三元社 松下竜一（1980）『豊前環境権裁判』日本評論社． 松下竜一、『松下竜一 その仕事』刊行委員会（1999）『松下竜一 その仕事 13 五分の虫、一寸の魂』河出書房新社． 大橋靖史・森直久・高木光太郎・松島恵介（2002）『心理学者、裁判と出会う〔供述心理学のフィールド〕』北大路書房． 大河原眞美（2006）「司法言語のバリアフリー化―裁判員制度の実施に向けて」『月刊言語』7  pp.40-45． 大阪弁護士会刑事弁護委員会（2005）『刑弁情報 No.33』 真田信治（2003）「解説『臨床ことば学』への期待」道浦俊彦『ことばの雑学』放送局』PHP研究所 pp.421-427 ――――（2004）「日本語の危機と『方言』」中央大學校日本研究所『日本研究』第 19 輯 pp.125-132． 関広延（1987）『南島叢書 35 現代の沖縄差別』海風社． 渋谷謙次郎・小島勇編（2007）『言語権の理論と実践』三元社 清水康行（1999）「法令文における『日本語』『国語』『公用語』」『ことばと社会』2号 三元社 pp.201-209. 鈴木敏和（2000）『言語権の構造』成文堂 田中克彦（2002）『法廷にたつ言語』岩波書店 田中宏（2005）「日本語とは、何だ」日本弁護士連合会編『自由と正義 7月号』日本弁護士連合会 pp.8-10 寺尾智史（2009）「『方言』は『言語』になれないのか？」沼野充義編『未来を拓く人文・社会科学シリーズ 15 芸術は何を超えていくのか？』東信堂 pp.152-161． 浦辺衛（1968）『司法研修所調査叢書第 9号 わが国における陪審裁判の研究―経験談による実態調査を中心としてー』司法研修所 山田富秋（1991）「司法場面における『権力作用―マクロとミクロを結ぶ論理』」『社会学研究』58号 pp.73-97． 山口進（2006）「記事制作の観点からわかりやすさ、読みやすさ、正確さの実践」『季刊刑事弁護』46号 pp.69-72. （参考資料） 環境権訴訟をすすめる会機関紙（1974年 3月～5月、8月～9月、11 月、1975年 3月、8月～9月、11 月～12 月、1976年 1 月、3月、6月～1978年 11 月、1979年 2 月～4月、6月）「草の根通信 15～17号、20～21 号、23号、27号、32 号～33号、35～36号、37号、39号、42 号～72 号、75号～77号、79号」環境権訴訟をすすめる会事務局 


